
 
 
交通ネットワークは、単一市町村のみで完結するものではなく、周辺エリアと密接につ

ながっていることから、広域（全道）的な観点からも捉えていくことが重要である。 
こうしたことから、ヒトやモノの動きや地域間のつながりの観点から、一定の地理的範

囲を「道央・道南」「道北」「道東」の３つの交通ネットワーク形成圏として設定し、それ

ぞれの圏域において、交通事業者をはじめ、行政機関や関係団体が一体となって取組を進

め、北海道全体の活性化を促進する公共交通ネットワークを実現する必要がある。                              
Ⅳ 道民の暮らしや経済活動を支える公共交通ネットワーク 



 
                                   
・各圏域については、市町村界などにより明確に区分されるものではない。交通事業者や行 
政機関などが連携して取組を進めることが適当な一定の地理的な範囲を交通ネットワーク 
形成圏として設定するものである。 


